
現
在
、
３
カ
月
に
１
度
、
１
回
５

０
０
㎏
を
使
用
（
20
㎏
／
袋
）。
海
水

を
汲
み
上
げ
て
い
る
取
水
部
、
ま
た
、

飼
育
水
の
排
水
部
を
中
心
に
散
布
し

て
い
る
と
い
う
。喜
太
男
さ
ん
は
、「
ク

リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
散
布
は
習
慣
に

な
っ
た
。
魚
病
被
害
が
増
加
し
な
い

よ
う
に
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

魚
粉
ゼ
ロ
飼
料
や
Ａ
Ｉ
給
餌
器
を 

活
用
し
た
マ
ダ
イ
養
殖
に
挑
戦

同
社
で
は
２
０
０
０
年
頃
か
ら
マ

ダ
イ
養
殖
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

三
瓶
湾
に
並
ぶ
34
台
の
生
簀
（
12
×

12
×
９
ｍ
）
で
１
・
７
～
１
・
８
㎏

に
成
育
し
た
マ
ダ
イ
を
年
間
20
万
尾

生
産
し
て
お
り
、
ヒ
ラ
メ
と
同
様
、

活
魚
出
荷
が
中
心
。
一
部
は
ア
メ
リ

カ
向
け
に
締
め
て
空
輸
し
て
い
る
と

い
う
。
食
べ
て
く
れ
た
人
々
が
末
永

く
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
願
い
を
込

め
て
、
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
個
体
を

「
白
寿
真
鯛
」と
し
て
販
売
し
て
い
る
。

マ
ダ
イ
養
殖
を
取
り
仕
切
る
の
は

同
社
３
代
目
（
予
定
）
の
赤
坂
竜
太

郎
取
締
役
。
大
学
で
数
学
を
専
攻
し
、

東
京
の
保
険
会
社
勤
務
を
経
て
２
０

１
２
年
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
。

数
々
の
挑
戦
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
１
つ
が
、
無
魚
粉
飼
料
の
導
入

で
あ
る
。
今
年
２
月
、
仕
上
げ
に
無

魚
粉
飼
料
を
与
え
て
生
育
す
る
「
白

寿
真
鯛
０
（
ゼ
ロ
）」の
発
売
を
開
始
。

「
持
続
可
能
性
の
高
い
水
産
業

と
し
て
養
殖
に
注
目
が
集
ま
る

な
か
、
水
産
資
源
を
消
費
す
る

魚
粉
へ
の
依
存
は
、
い
つ
か
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
と
し
て
認
識
し
て
い
た
」
と

竜
太
郎
さ
ん
。「
魚
粉
ゼ
ロ
の

エ
サ
は
通
常
通
り
で
は
食
い
付

き
が
悪
く
、
給
餌
に
は
コ
ツ
が

い
る
」
と
苦
労
す
る
一
面
も
あ

る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か

ら
、
宅
配
寿
司
大
手
の
「
銀
の

さ
ら
」
で
は
、「
海
へ
の
恩
返

し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
、
白
寿
真
鯛
０
を
販
売
。

さ
ら
に
、
世
界
陸
上
の
式
典
で

提
供
さ
れ
る
等
、
白
寿
真
鯛
０
は
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
・
シ
ー
フ
ー
ド
と
し
て

多
く
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
竜
太

郎
さ
ん
は
、「
現
在
は
生
産
量
全
体
の

１
割
程
度
だ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら

の
ニ
ー
ズ
も
強
く
増
産
を
検
討
し
て

い
る
」
と
説
明
す
る
。

さ
ら
に
、
竜
太
郎
さ
ん
は
Ａ
Ｉ
を

搭
載
し
た
自
動
給
餌
器
の
活
用
を
開

始
。「
デ
ー
タ
収
集
が
で
き
る
上
、
作

業
効
率
が
向
上
し
た
。
マ
ダ
イ
の
給

餌
作
業
は
入
社
１
年
目
の
新
人
で
も

で
き
る
」
と
述
べ
る
。

ま
た
、「
Ａ
Ｉ
自
動
給
餌
器
の
活
用

に
よ
り
無
駄
エ
サ
を
削
減
し
、
底
質

の
悪
化
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
の
環
境
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
た
め
、

マ
ダ
イ
養
殖
で
も
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー

タ
ー
を
試
し
て
い
る
」
と
、
今
年
７

月
か
ら
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
散
布

を
開
始
し
た
と
い
う
。
加
え
て
、「
ス

ク
ー
チ
カ
症
は
マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ
に

水
平
感
染
す
る
。
マ
ダ
イ
の
漁
場
で

も
注
意
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
を
低
減

で
き
る
」
と
解
説
。「
漁
場
全
体
で
、

ひ
い
て
は
養
殖
業
者
全
体
で
取
り
組

む
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
竜

太
郎
さ
ん
は
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。

持
続
可
能
な
養
殖
業
の
実
現
に
は
、

漁
場
へ
の
環
境
負
荷
や
飼
料
価
格
高

騰
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
に
後

押
し
さ
れ
、
南
予
地
方
で
環
境
に
配

慮
し
た
生
産
活
動
が
進
ん
で
い
る
。

近
年
、
養
殖
業
に
お
い
て
も

環
境
に
配
慮
し
た
生
産
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
現
場
で
実
践
で
き
て
い
る
生
産

者
は
ど
れ
ほ
ど
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

国
内
で
こ
の
よ
う
な
例
は
ま
だ
少
な

い
印
象
に
あ
る
が
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
焦
点
を
当
て
、
環
境
改
善
剤

の
散
布
や
無
魚
粉
飼
料
の
導
入
等
を

行
っ
て
い
る
の
が
赤
坂
水
産
㈲
だ
。

同
社
は
、
愛
媛
県
三
瓶
町
で
ヒ
ラ
メ

養
殖
（
年
間
10
万
尾
）、
マ
ダ
イ
養
殖

（
年
間
20
万
尾
）
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
生
産
者
。
自
社
で
保
有
す
る
３
台

の
活
魚
車
に
て
、「
３
６
５
日
活
魚
出

荷
対
応
・
即
日
納
品
」
す
る
こ
と
で

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

ヒ
ラ
メ
養
殖
の
取
水
・
排
水 

箇
所
に
環
境
改
善
剤
を
散
布

同
社
２
代
目
の
赤
坂
喜
太
男
代
表

取
締
役
が
ヒ
ラ
メ
の
陸
上
養
殖
を
開

始
し
た
の
が
１
９
８
４
年
。
開
始
当

初
は
順
調
で
あ
っ
た
が
、
２
年
目
、

３
年
目
と
経
つ
に
つ
れ
、
環
境
条
件

の
変
化
や
ポ
ン
プ
の
機
能
低
下
等
が

発
生
し
、
赤
潮
や
ス
ク
ー
チ
カ
症
、

エ
ド
ワ
ジ
エ
ラ
症
、
レ
ン
サ
球
菌
症

等
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
赤
潮
に
よ
っ

て
１
日
で
飼
育
尾
数
の
半
数
以
上
が

へ
い
死
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う

が
、
取
水
位
置
の
変
更
や
酸
素
発
生

器
及
び
銅
イ
オ
ン
発
生
装
置
の
導
入
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
工
夫
を
続
け
、

今
で
は
愛
媛
県
で
最
大
の
ヒ
ラ
メ
養

殖
業
者
と
な
っ
た
。

現
在
、
漁
場
３
カ
所
（
30
～
60
㎡

の
陸
上
タ
ン
ク
、
約
60
～
70
面
：
計

３
５
０
０
㎡
）
で
計
10
万
尾
を
生
産

し
て
お
り
、
な
か
で
も
１
・
５
㎏
以

上
に
成
育
し
た
ヒ
ラ
メ
は
「
横
綱
ヒ

ラ
メ
」
と
し
て
売
り
出
し
て
い
る
。

県
内
だ
け
で
な
く
、
広
島
や
山
口
の

卸
売
市
場
や
量
販
店
、
業
務
筋
向
け

に
活
魚
出
荷
を
行
っ
て
い
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
環
境
へ
の

配
慮
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
20
年
以
上
前
か
ら
海
水
由
来
の

水
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
主
成
分
と

し
た
環
境
改
善
剤
「
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー

タ
ー 

®
」（
宇
部
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
㈱
）

の
散
布
を
行
っ
て
い
る
。

使
用
の
き
っ
か
け
は
漁
協
の
補
助

事
業
。
当
時
、
三
瓶
湾
で
は
ハ
マ
チ

養
殖
が
盛
ん
で
あ
り
、
生
餌
の
飽
食

給
餌
に
よ
り
環
境
へ
の
負
荷
が
懸
念

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
底
質
を
弱

ア
ル
カ
リ
性
（
pH
８
・
０
程
度
）
に

保
ち
、
硫
化
水
素
に
よ
る
底
生
生
物

の
減
少
抑
制
、
自
然
浄
化
の
促
進
効

果
を
持
つ
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
漁

場
全
体
で
散
布
し
た
と
い
う
。
し
か

し
、
漁
協
の
補
助
事
業
は
３
年
で
終

了
。「
一
時
的
に
散
布
を
や
め
て
い
た

と
こ
ろ
、
ス
ク
ー
チ
カ
症
が
増
加
し

た
」
と
喜
太
男
さ
ん
は
振
り
返
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
同
社
で

は
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
散
布
を
20

年
以
上
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
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Topic

三瓶湾に並ぶマダイの
生簀。AI自動給餌器を
活用し、給餌を効率化
している。種苗は㈱
アーマリン近大から購
入。導入２～３カ月後
から白ごま入りの配合
飼料を給餌する。

クリアウォーターの海面散布の様子。ヒラメ養殖の取水・排水箇所への散布は、３カ月に１度、
１回約500㎏使用（取水、排水半々）。マダイの漁場への散布は、１生簀あたり２袋（20㎏／袋）
を目処に使用する。

赤坂水産では、自社ブランドとして
「横綱ヒラメ」、「白寿真鯛」、「白寿真
鯛０（ゼロ）」を展開。卸売市場や量
販店、業務筋向けの活魚出荷を中心
に、自社の直販サイトでも販売して
いる。

ヒラメの陸上養殖施
設。種苗は㈲まる阿水
産が中心。稚魚期は
DP（フロートタイプ）
を給餌し、サイズアッ
プのために導入から数
カ月後には生餌（メ
ロード）を与えていく。

赤坂喜太男代表取締役（右）と赤坂竜太郎取締役（左）。喜太男さんがヒラメ養殖、竜太郎さんがマダイ養殖
を担当している。マダイもヒラメも活魚出荷が大半を占め、365日活魚出荷対応・即日納品が強み。

赤坂水産で導入されているのが、環境改善剤「クリアウォー
ター®」（宇部マテリアルズ㈱）だ。２㎜サイズと５㎜サイズ
があるが、同社では５㎜サイズを用いている。

ヒ
ラ
メ
、
マ
ダ
イ
養
殖
で
散
布

ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
よ
る
環
境
配
慮

愛
媛
県
西
予
市
三
瓶
町
　
赤
坂
水
産
㈲
　
ヒ
ラ
メ
、
マ
ダ
イ

八幡浜
三瓶町 西予


